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 月を主題にした絵はたくさん描いています。月は中国では歌の世界でも多く見られます。テレサ・テ

ンさんの「月亮代表我的心」、金莎さんの「星月神話」…。昆明の舞踊家・楊麗萍さんの孔雀と月の舞は

魅惑的でした。「長安の月」という阿倍仲麻呂を描いた舞踊劇も印象的です。 

 私は長年中国へ出張しましたが北京で見る月もきれいでした。日本との時差は１時間ですが月を見て

日本の妻子も同じ月を見ているかなと思ったりしました。異国で見る月はいろんな事を想いめぐらせま

す。千葉のいすみ市に別荘を作りましたが、そこから見る月も素晴らしい。月を背景に別荘の庭の花を

眺める浴衣姿の女性の傍らには航空便があります。きっと外国にいる愛しい人からの便りでしょうか。 

 第４４回たぶろう展でこの絵を見られた私の中国語の先生で顾莉老師は人民日報海外版に「月是故乡

明圆是天下情（咖啡吧）」と題して紹介いただきました。題名の「但願人長久」はテレサ・テンさんの歌

の題名です。「水调歌头」という苏东坡さんの詩を歌ったものです。 

 

《「水调歌头」中文意訳》 

青白き月よ、あなたは何時からそこに有るの？  酒を汲み夜空に問うても 

宇宙は遥かに高く遠く、今宵のことさえ分かりはしないのか？ 

酔いにまかせて風に乗り、青き天空を駆け巡り確かめようと思ってはみても  高き寒さに勝てはしない。 

我独り舞い、清き影と戯れようとも  肉体の枷からは逃げられぬ！ 

 

ああ、月よ門をぬけ  薄きあや衣の帳をくぐり  眠れぬ私を照らし出す。 

恨みの気持ちはあるまいに、  別れ別れになっているのに  満ちて私を悩ませるのかい？ 

人には出会いと別れがあり  月には満ち欠けがある。定めから何人たりとも逃げられぬ。 

私はここで祈ろう  ただあなたが何処かで幸せにいてくれることを。 

千里離れた場所からもひとつの月に心を逢わせて。 
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月是故乡明圆是天下情（咖啡吧） 

顾 莉（日本） 《 人民日报海外版 》（ 2009年 9月 18日   第 13 版） 

  一轮明月，一块月饼，一份情怀，一缕思念，伴我走过一年又一年。陪我走出国门，飘到海外。 

  我的家乡在东北。中秋节那天晚上，我们早早赶回家，在享受了丰盛的晚餐后，妈妈在圆圆的餐桌上摆上圆

圆的月饼、圆圆的西瓜、圆圆的葡萄还有圆圆的苹果，一家人吃着、说着、笑着，那份温馨至今仍保留在我的心

中，一辈子都不会离去。 

  我带孩子第一次到日本是 10 月 5 日，中秋已过。那时老公已在日本一年了。记得那天他到成田机场接我们

时，见我手中提着大大的圆圆的三层月饼盒时，高兴极了，却又转而嗔怪我带的东西太多。当天晚上，圆月依旧

如盘，月色皎洁，我们一家人分隔了近一年又团聚了。在异国他乡，在空空的榻榻米上补过了中秋团圆夜。老公

掰一块月饼放在嘴里慢慢嚼着，细细品味着，一种我在国内从未见过的满足感涌上了他的面颊。 

  打那以后，一年又一年的中秋，我再也没回故乡，再也没尝到家乡的五仁月饼。可了解我喜好的日本朋友却

特地从横滨中华街为我买来在日本做的中国式月饼，味道虽与国内的稍有差异，但那种浓浓的情意，让我感动万

分。还有位日本友人每年中秋节前后，一定要到北京游览，回来时送我的礼物也一定是稻香村的月饼。那装在精

美的礼品盒里的月饼，圆圆的表皮上花纹清晰，油光发亮，让人赏心悦目，不忍动口。 

  月亮就像一首诗，叩响着每个人的心灵，无论年代，不论国籍。每年这个时候，只要时间允许，我教的中文

课堂上定会传出悠扬、朗朗的读诗声。本来就喜爱中国古诗的日本学员们一字一句，神情专注地朗读着、背诵着。

李白的“举头望明月，低头思故乡”，杜甫的“露从今夜白，月是故乡明”，苏轼的“但愿人长久，千里共婵娟”，王安

石的“春风又绿江南岸，明月何时照我还”等等，这些千古绝唱，他们都能理解其中含义。 

  今年一位学员以苏轼的“水调歌头”为主题，创作了一幅画，参加了在东京新国立美术馆举办的画展。参展那

天，我去了，一进入展厅不远处，见有好些人正站在一幅画儿前静静地欣赏着。我好奇地凑过去，面对长约 3

米、宽约 2 米的巨幅画面，我震撼了。 

  黑蓝色的夜空，挂着冰镜碧玉般的月亮，柔柔的月光下，一个穿着蓝底白花夏日和服（浴衣）的日本女性，

坐在院子里长满鲜花绿草的木桌旁，桌子上放着一封开启的信件，她的眼神是寂寞、忧伤，是祈念、期待。她在

等待谁？又在祝福谁？画的题目是“但愿人长久”。 

  人们伫立在画前，久久不愿离去。“花好月圆人团聚”，家人团圆，亲友团聚，共享天伦之乐是天下人的共同

心愿。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４4回たぶろう展「国立新美術館」にて顾莉老師と 


